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　「キャラバン」は小型移動局と固定大型鏡を用い、銀河中心 SgrA*の事象の地平線を観測検出することに特
化、アンデス山中に展開するサブミリ波 VLBIネットである。天体像から時空のゆがみを検出、強重力場におけ
る一般相対論の新たな実験検証法として注目を集めつつある。小型局はアンデスの 4千m級の幹線道路に沿って
観測位置を変え、uv面を埋めてゆく。大型局は 30mクラスの地面固定の球面鏡によって集光力を担う。ペルー
IGPのワンカヨ観測所（標高 3370m)、ボリビア・チャカルタヤ宇宙線観測所 (5300m)に設置を考えている。(1)
チャカルタヤ宇宙線観測所：山頂には大型アンテナを設置する空間は十分有り。現地は計画に賛意。(2)閉鎖中の
SEST15m鏡（2400m)の現状：制御・受信系の再投入、副鏡駆動系の修繕を行えば 230GHzの観測は可能。(3)
サブミリ波帯球面鏡の先駆者Rameshらとの技術検討。(4)春日らによる廉価アンテナ実験製作・測定（国立天文
台・技術センタ－ 利用）を開始、第一アンテナでは鏡面の薄さ（1. 5mm）、測定基準点の曖昧さから鏡面測定に
困難をきたしたことから、改良試作アンテナを製作している。(5)移動局で採取可能な uvから事象の地平線検出
が可能かどうかの実際的検討を始めている。(6)高遠型簡易水蒸気メータを利用したサイトサーベイの立案を行っ
ている。「キャラバン」は uv面が可変である。サブミリ波メーザに適した短基線VLBIも可能となる。


